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4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア グローバル

Ariba Network この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

完全な一覧については、次のスライドを参照してください。

現在、サービスシート (SES) から請求書を作成するには

手動による処理が必要です。これにより、お客様の生産
性が低下し、SES から請求書を作成してから、サプライ

ヤキャッシュフローが減少するまでのタイムラグが発生し
ます。

この機能により、Ariba Network および SAP Fieldglass 

によるサービス調達 (4R2) 統合シナリオで、商品明細と

簡易サービス明細の両方を含む混合オーダーに対する
請求書を Ariba Network で自動生成できるようになりま
す。承認された受領書 (商品明細の場合) および承認さ
れたサービスシート (簡易サービス明細の場合) から請求
書が自動生成されます。

承認されたサービスシート (SES) から請求書が自動生成
されることで、SES から請求書を手動で作成する処理が

排除されるため、生産性の向上、手動による作業の削減、
SES と請求書間のタイムラグの減少、サプライヤキャッ
シュフローの改善が実現します。

PO 簡易サービス明細に税情報が含まれていない場合、

請求書の送信前に税が割り当てられるように、サプライヤ
によって確認される請求書ドラフトが Ariba Network に
よって作成されます。

ハイタッチ
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

前提条件

導入の難易度

対象エリア グローバル

• 受領書からの請求書の自動生成を有効にする場合:

• バイヤーは、国/地域別の請求書ルール [受領書からの請求書自動作成を可能にする] が有効になっていることを確認する必要があります。

• バイヤーは、[サプライヤは請求書に受入済み数量のみ含める必要がある] 請求書ルールが有効になっていることを確認する必要があります。

• バイヤーは、[国別の請求書ルールを無視する] 取引ルールが Ariba Network バイヤーアカウントで無効になっていることを確認する必要があります。

• 標準請求書での明細レベルの税が注文書からコピーされるように、バイヤーは通常設定の取引ルール [税情報を注文書から標準請求書にコピーする] を有効にする必
要があります。

• このルールが表示されない場合は、SAP Ariba サポートに連絡して、バイヤーアカウントに対して [Convert to Ariba Open Network] オプションを有効化してください。

• サプライヤは、このルールを有効化しているバイヤーごとに自動請求書作成を確認する必要があります。

• サービスシートからの請求書の自動生成を有効にする場合:

• バイヤーは、国/地域別の請求書ルール [承認済みのサービスシートから請求書を自動生成する処理を有効化する] が有効になっていることを確認する必要があります。

• バイヤーは、[国別の請求書ルールを無視する] 取引ルールが Ariba Network バイヤーアカウントで無効になっていることを確認する必要があります。

• バイヤーは、[サービス請求書からサービスシートを自動生成する] 取引ルールが Ariba Network バイヤーアカウントで無効になっていることを確認する必要があります。

• オーダーに簡易サービス明細が含まれている場合:

• 以下の統合シナリオが実装されていることを確認します。

• Ariba Network によるソーシングから支払いまでの自動化 (42K)

• Ariba Network および SAP Fieldglass によるサービス調達 (4R2)

• [ホストサプライヤおよび統合サプライヤ向けに機能強化されたオーダー確認統合機能] が有効になっていることを確認します。

• 以下の取引ルールが Ariba Network バイヤーアカウントで有効になっていることを確認します。

• サービスの購買を目的として、ドキュメントをAriba Network、SAP Fieldglass、SAP S/4HANA、または SAP S/4HANA Cloud とやり取りすることを許可する

• サプライヤは履行前に明細を完全に確認する必要がある

• オーダー確認に配達日を指定する必要がある

ハイタッチ
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

制限事項

導入の難易度

対象エリア グローバル

• この機能は、統合 ERP システムを介して請求するサプライヤには適用されません。

• 訂正サービスシートからのクレジットメモの自動生成はサポートされていません。

• 注文書の値引きおよび手数料情報は、自動作成された請求書には引き継がれません。

• [サービスの購買を目的として、ドキュメントを Ariba Network、SAP Fieldglass、SAP S/4HANA、または SAP S/4HANA Cloud とやり取りすることを許可する] ルール

が有効である場合に、[サービスシートがない状態でサービス注文書から直接請求書を作成することをサプライヤに許可する] ルールを有効にしても、その効果はありませ

ん。

ハイタッチ
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

請求書生成に関するサプライヤ設定
A. サプライヤは、システムで請求書自動作成のオプションを
受け入れて、この機能を有効にする必要があります。

B. サプライヤは、請求書を自動送信するか、またはドラフトを
作成するかを選択できます。自動送信を選択して、税情報
を含めない場合は、請求書はドラフトとして作成されます。

A

B
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

バイヤーが SAP S/4HANA または SAP S/4HANA Cloud で購買発注を作成
A. バイヤーが、購買発注詳細を入力します。

B. 適切な税コードと国固有情報など、税情報を入力して、自動生成が実行されるようにする必要があります。
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

Cloud Integration Gateway で注文書が送信済みであることを確認
• Cloud Integration Gateway を介して注文書を検索すると、注文書が送信済みであることを示す完了のステータスが表示されます。
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

サプライヤが、Ariba Network で注文書を表示し確認
A. サプライヤは、Ariba Network で注文書を検索できます。

B. サプライヤは、注文書を開いて確認できます。

A

B

4500161011
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

バイヤーは SAP S/4HANA または SAP S/4HANA Cloud で注文書確認を表示可能
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

SAP Fieldglass へのログイン
A. バイヤーは、サービスの発注として注文書の詳細を表示できます。

A
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

SAP Fieldglass へのログイン
A. サプライヤは、SAP Fieldglass にログインして料金を作
成することもできます。

B. 料金の情報が、[特性] セクションに表示されます。

A

B
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

SAP Fieldglass へのログイン
A. サプライヤは、SAP Fieldglass にログインして料金を作成
することもできます。

B. 料金の情報が、[特性] セクションに表示されます。

C. 料金 ID は、Ariba Network、SAP Fieldglass、および
SAP S/4HANA または SAP S/4HANA Cloud のサービス
シート ID と一致します。

C
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

バイヤー承認
A. バイヤーの承認者が、SAP Fieldglass にログインします。

B. ID を検索します。

C. 承認します。

B

C

VELBTU00000502
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

入庫
A. SAP S/4HANA または SAP S/4HANA Cloud にログインすると、
入庫が表示されます。

B. これは、サービスシートが SAP S/4HANA または SAP 

S/4HANA Cloud で自動的に承認されるためです。

A
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機能の概要
説明: 4R2 統合シナリオで混合オーダーに対する請求書の自動生成をサポート

請求書の生成
A. サービスシート (SES) が承認されているため、Ariba Network で
は、SES の情報に基づいて請求書が自動生成されます。請求書
番号は SES 番号と同じです。

B. Ariba Network では、サービスシートが承認されたときに、すでに
ドラフト請求書が作成されています。

C. また、サプライヤは、Ariba Network で請求書が作成されたことを
通知する電子メールを受信します。

D. サプライヤは、注文書リンクをクリックして注文書にアクセスします。

D

A
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